
ー一枚聞t虹ビユー
神話の里開聞
枚聞神社周辺は、山幸彦・海幸彦・豊玉姫の神話や天智

天皇のお后になった大宮姫の伝説にまつわる文化財や

地名が数多く残されている。
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• 墓地 凸 城跡・館跡

會 伝統的建築物 • 板碑・供養塔

信 民俗芸能・伝統行事 0 遺跡跡
※マップの中では、文化財の種類を下記のように

——―--色分けして表記しヱいますー0―― ———————— 
赤：国指定有形文化財 紫：県指定文化財

青：市指定文化財 緑：一般文化財



一枚聞t虹竺ユ—-
たまのい

玉乃井
『三国名勝図会』や『開聞山古事縁起』 による

と、このあたりは太古龍宮界であって、山幸彦
と豊玉姫との出会いの場所といわれている。
このことから、日本最古の井戸ともいわれて

いる。

ひらききじんじゃ 1まんでん

枚聞神社本殿
薩摩国の一の宮。縁起によると、和鋼元年
(708)の創建とされ、現在の本殿は、慶長 15年

(1610)に島津義弘が寄進し、天明 7 年(1787)

に島津厘豪が改築した。総朱塗極彩色で、特に
向拝柱雲竜の彫刻柱は製作技術の高さを示し

ている。

:e:. 

にちろせんそうがいせんもIv

日露戦争凱旋門
明治37年 8 月、日露戦争の旧開聞町郷土の

出征兵士の帰還を迎えるため建立されたも
の。出征兵士は、十町15人、仙田45人、川尻

60人の計120人。 昭和40年代に県道拡幅改
良工事で撤去され、平成60年に有志らに

よって、現在の場所に復原した。

まつうめまきえくしげ ふぞくひん

松梅蒔絵櫛笥附属品
なら もくろくとも いちごう

並びに目録共一合
松梅の蒔絵で飾られた女性の化粧箱。通称

「玉手箱」。中には、小さな櫛が 11本、小さな壺
が l つなど23個の化粧道具が入っている。目

録には、大永 3 年(1523) とある。

ずいおういんちゅうこうかいざんしゅんけい はか

瑞応院中興開山舜請の墓
舜請は、正中 3 年(1326) に瑞応院を再興し、
応永27年 (1420) 11 月 27 日、 131 歳で亡く

なったといわれる。墓は枚聞神社の東側に建
てられ、 3碁の宝筐印塔の中央にある。舜請

の墓だけは神社の方角（西）を向いている。

ずいおういんあと

瑞応院跡
枚聞神社の西側一帯に、江戸時代まで瑞応
院という枚聞神社の別当寺（神社に付属して
いた寺）があった。瑞応院は、僧正智通が白雉
3 年(652)に開山。その後、数百年の間廃寺と

なっていたが、正中 3 年(1326)、島津氏が舜
詣和尚に再興させた。

くろうづか らいそうづか

九郎塚（クロドン）・頼宋塚（デスドン）
あま いわや くようとうぐん

天の岩屋供養塔群
頴娃氏 6 代城主兼堅の子九郎には、兼堅の側室の子である小四郎という弟がいた。兼堅の
死後、この異母兄弟の間で相続争いが起こった。 九郎は、元亀 2 年(1571) 7 月 13 日、 63名

の家来とともに枚聞神社に立てこもった。瑞応院14代住職の頼宋は、九郎を坊之津の一乗

院に逃がそうとしたが、ともに殺されてしまう。二人の死を悼んだ村人は、九郎と頼宋が亡く
なった場所にそれぞれ塚を建て、二人を供養したという。

まつばらだかんのんじあとせきとうぐん

松原田観音寺跡石塔群
かつてこの一帯に観音寺という寺が建てら

れていた。 昭和 2 年、公民館敷地の整地時
に、埋もれていた六地蔵塔や板碑等の供維

塔を掘り出して保存。 昭和59年、公民館の改
築に伴い現在地に移設。 大永 2 年 8 月
(1522)の六地蔵塔は、この地方で最も古い

ものである。

＊ 室町時代から江戸時代にかけての板碑と五輪塔が
残されている。 伝説によると、神仙塩土翁が、岩屋
で法水を汲んで修行をしていた。 1 頭の鹿が来て
法水をなめると、たちまちみごもり、口から女の子が
生まれた。瑞照姫と名付けられた女の子は、後に天
智天皇の后になり、大宮姫と呼ばれたという。
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